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ナシ「瑞月」の消費宣伝会を開催

げんきの郷（大府市）

スマート農業指導者養成研修で宮崎県の先進事例を学ぶ

オンライン

機能強化後の就農相談体制について検討

農業大学校

　県園芸農産課主催の「瑞月消費宣伝会」がＪＡあぐりタウンげんきの郷
で開催されました。当日は、試食やアンケート調査、チラシの配布、パネ
ルの展示などが行われ、落葉果樹研究室及び技術推進室からも担当者が出
席し「瑞月」の魅力をＰＲしました。試食に参加した消費者からは「美味
しい」という意見が多く、高い評価が得られました。今回、試食で使った
果実の一部は、技術推進室が現地２か所（安城市、西尾市）の生産者から
イベントの趣旨を説明した上で譲り受けたもので、生産者からの協力も得
られた良いイベントとなりました。

県域 写真等なし

令和３年10月６日
　普及指導員と営農指導員を対象として、第２回スマート農業指導者養成
研修をＷｅｂで開催しました。宮崎県の農業革新支援専門員の吉山氏か
ら、宮崎県の施設野菜生産者グループの研究会活動について、環境モニタ
リングデータや生育データを活用して環境制御技術を高度化している先進
事例を紹介いただきました。また、ＬＴＶ特許事務所の丸山弁理士から
は、農業分野におけるＡＩデータに関する契約ガイドラインと題して、農
業者の財産であるビックデータを活用する際の契約の重要性について講義
がありました。質疑では、「ビッグデータの分析手法の内容は？」や「生
産者が継続して活動を続ける秘訣は？」などの質問に対して普段の活動に
役立つアドバイスが得られました。

地域 報告内容 写真等

県域

令和３年10月18日
　青年農業者に関する農業技術体系化促進会議を開催し、本県の就農相談
体制について検討しました。昨年度までは各農業改良普及課の農起業支援
センター（以下、「センター」）が初回の就農相談を担当していました
が、今年度からは農業大学校の農起業支援ステーション（以下、「ステー
ション」）が一次相談を実施し、就農地や栽培品目が具体的になった段階
で、各センターで二次相談を実施しています。センター担当者からは「ス
テーションを十分に周知できておらず、センターに相談がくる」「セン
ターに相談に来た人にステーションを紹介すると『たらい回し』と思われ
る心配がある」などの意見が出され、「ステーションの周知を図る」など
の対応案をまとめました。

県域

令和３年９月24日

農業情報（令和３年１０月号）

「瑞月」の試食アンケートの様子

農業技術体系化促進会議で検討
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経営指導研修を初めてオンラインで開催

オンライン

稲ＷＣＳ収穫開始　～技術改善で収量は増加～

瀬戸市

シンクロトロン光照射による育種を実施

あいち
シンクロトロン光センター

（瀬戸市）

尾張

令和３年９月16日
　普及課（本課）管内では、３戸の農家がシンクロトロン光やγ線を利用
した育種に取り組んでいます。そのうち、春日井市内の鉢物生産法人１戸
は、令和元年度からシンクロトロン光を利用した多肉植物の育種を実践し
ています。今回は、これまでの照射結果を踏まえて明らかになった適切な
線量を照射しました。
　多肉植物は生育が遅いため、照射した結果の確認には１年程度かかる見
込みです。

県域 写真等なし

令和３年10月21日　普及戦略部は、普及指導経験３年目の職員を対象に、経営指導研修（中
級）を初めてオンライン方式で開催しました。経営モデルの作成演習で
は、課題とした新技術等の経営評価を事前に資料としてまとめることで、
効率的かつ内容が分かりやすくなるよう工夫しました。他の研修内容とし
ては「経営分析の基礎」「法人化の指導」等とし、新たにＭＱ会計の手法
も取り入れました。問題点としては、演習のフォローがしにくいこと、気
軽に質問ができないことが挙がりました。今後は問題点を改良し、農業経
営の効果的な資質向上を図ることができる研修を目指します。

尾張

令和３年10月10日
　瀬戸市の稲ＷＣＳの収穫が始まりました。本年度も昨年度と同規模の
2.2haで専用品種「たちすずか」を作付け、除草方法や栽培密度の改善を
行ってきました。これらの改善により、昨年度の2.8ｔ/10aを上回る3.0ｔ
/10aの収量が得られました。また、収穫を終えたほ場では豚フン堆肥を施
用しており、さらなる収量向上に向けて次期作の準備も行っています。
　農業改良普及課では、耕種農家、畜産農家への働きかけを引き続き行
い、耕畜連携の動きを支援していきます。

稲ＷＣＳの調製の様子

照射準備の様子
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名古屋コーチンとり餃子の新しい味、新発売！

稲沢市

新たな挑戦！「きぬむすめ」ＪＡ直売所で販売開始

ＪＡ尾張中央
グリーンセンター

（小牧市）

いちご農家を目指す方、募集します！

ＪＡあいち海部

尾張 写真等なし

令和３年９月下旬　採卵を終えた成鶏を用いた「とり餃子」の販売をしているＫ農家では、
この度、名古屋コーチン餃子の「プレーン味」を発売しました。これまで
生産していた「とり餃子」は、地域の特色を活かした「八丁みそ味」や
「しそ味」でしたが、大手のネット通販サイトで販売していることから、
関東の顧客も多く、その要望を受けて通常の味付けの餃子を販売すること
となりました。商品の種類を増やし、更なる販路の拡大を目指します。
　Ｋ農家は、他にも成鶏肉のペットフード向け加工などにも関心があり、
意欲的に６次産業化に取り組んでいます。

尾張

令和３年10月８日　ＪＡ尾張中央管内の主食米の栽培は「あいちのかおり」が主流であり、
ＪＡ直売所での地元産米販売も「あいちのかおり」のみで、直売所からは
地元産米品種の拡大要望が挙がっていました。そこで、農業改良普及課
は、良品・良食味で、利水時期が遅い当地域でも栽培可能な中生品種「き
ぬむすめ」を候補として選定し、普及課の栽培指導の下、今作から小牧市
内栽培農家３戸によって約１haの作付けが行われました。９月24日から収
穫された「きぬむすめ」は、農産物検査で全量１等、精粒歩合も約80％
で、品質は良好でした。10月８日からはＪＡグリーンセンターで「きぬむ
すめ」の新米販売が開始され、好評を博しています。

海部

令和３年10月～　ＪＡあいち海部では、令和３年度から「いちご新規就農支援事業」を立
ち上げ、愛西市、津島市でイチゴ栽培を目指す就農希望者を支援していま
す。栽培技術を「あまイチゴ組合」の組合員ほ場で習得するほか、座学で
イチゴに関する基礎や経営管理など就農に必要な知識を学びます。研修期
間は令和４年６月からの２年間で、令和６年５月には新規就農者が誕生し
ます。募集は令和３年11月１日から令和４年１月末までで、相談は随時Ｊ
Ａで受け付けています。農業改良普及課は、研修から独立後まで支援を行
う「いちご新規就農支援協議会」に市役所やあいち経済連とともに参画
し、協力していきます。

直売所での販売の様子

Ｗｅｂサイトはこちらから

（ＪＡあいち海部のサイト）
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令和３年度スマート農業中間検討会を開催

ＪＡ西三河本店
第一会議室

親子で土に触れ、秋の実りを収穫

会員ほ場
（安城市小川町）

桃・梨コース研修生借入候補ほ場を現地確認し経営試算

豊田市猿投地区

西三河

令和３年９月16日　ＪＡ西三河きゅうり部会は、部会全体の経営規模や収益性向上のために
ＪＡ西三河、ＪＡあいち経済連、県及び民間企業と協力して、国の事業
「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト」に取り組んでいます。
　「令和３年度中間検討会」では、環境データと出荷量データを活用して
出荷量を予測する「産地全体合計モデル」について、過去のデータによる
精度評価の結果が報告されました。また、各担当者から消費者のニーズに
合わせた包装機の仕様や試作機の製作状況等についての報告が行われ、実
証計画が順調に進んでいることが確認できました。

西三河

令和３年９月25日　安城生活改善グループが地産地消研究会で親子サツマイモ収穫体験を開
催し、親子７組19名が参加しました。参加した親子らは、会員のほ場でサ
ツマイモの栽培や農具の使い方について説明を受けたのち、鍬やスコップ
を使って楽しそうにイモを収穫していました。大きなイモが掘れると子ど
もだけでなく大人からも歓声が上がりました。
　当グループでは、毎年、親子を対象として地産地消推進や食文化の伝承
を目的とした料理講習会を開催してきました。今年度は、新型コロナ感染
症拡大の状況から、農業体験に変更し、農業への理解の醸成を図る取組を
進めています。

豊田加茂

令和３年９月16日
　豊田市農ライフ創生センター桃・梨専門コース研修生が就農時に借りる
予定の候補ほ場について、農業改良普及課による現地確認を行いました。
６月に確認した２期生用のほ場に続き、今回は３期生用のほ場を対象と
し、合わせて約３haになりました。研修生が定植し育成している幼木園
や、規模縮小・離農等によりＪＡ部会員が賃借希望している成木園の状況
を確認し、青年等就農計画で目指す５年後の農業所得250万円（３年目で
125万円）を確保できるか経営試算を行いました。併せて、改植の必要
性、幼木の育成管理、樹冠拡大など技術指導事項もチェックしました。取
りまとめた報告書は、研修生の今後のほ場選定・分配、就農計画作成等に
活用するため、関係機関と共有しています。

中間検討会の様子

たくさんつながったイモに驚く親子

現地確認の様子
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田口高校で緑の学園研修を開催

設楽町

ＪＡ豊橋肉牛部会枝肉共進会開催、肉質良好

東三河食育流通センター
（豊橋市）

バラの新規導入品種を検討

イノチオ精興園（株）
田原試験農場

新城設楽

令和３年９月21日　設楽町の愛知県立田口高等学校で緑の学園研修を開催し、同校の林業科
１年生が地域の農家ハウスを訪問して視察研修を行いました。田口高校で
は、例年緑の学園研修と地域林業理解研修を併せた研修会を開催してお
り、午前は三河材流通加工事業協同組合、午後は地域の主要品目であるシ
クラメンとトマトの農家を訪問しました。農家の方からは、自身の経営の
特徴や工夫している点などが紹介され、生徒からも「農産物が何処で販売
されているか」など活発な質問が行われ、地域農業理解に役立つ有意義な
研修となりました。

東三河

令和３年10月７日

　第25回豊橋農協肉牛部会の枝肉共進会が開催され、和牛部門最優秀賞の
石田隆見氏が見事愛知県知事賞を受賞しました。肉質は申し分なく、脂肪
交雑を評価するＢＭＳナンバーは最上級の№12で、ロース芯からモモまで
繊細な脂肪がびっしり入っていました。
　共進会全体の評価としては、枝肉重量が和牛去勢477㎏で全国平均512㎏
より少なかったですが、肉質は昨年よりさらに向上していました。

東三河

令和３年10月22日

　ＪＡひまわりバラ部会が、新規導入品種を検討するため種苗会社の試作
ほ場視察を行いました。部会員約20名が参加し、展示ほ場内にある様々な
バラ品種の生育状況を見学しました。展示されていた約60品種の中には、
まだ品種名がつけられていないナンバー品種もあり、バラ農家らは真剣な
眼差しで観察していました。ＪＡひまわりバラ部会では、現在150品種以
上のバラを栽培しており、毎年10品種程度を新規導入しています。

トマト栽培の説明を聞く田口高校生

肉牛部会枝肉共進会褒賞式

バラ試作ほ場を視察
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青年部活動を止めるな！新たな取組でコロナ禍を乗り越える

田原市

田原

令和３年９月14日
　ＪＡあいちミニトマト部会青年部は、栽培技術の向上のために定期的に
ほ場巡回を実施していますが、今年度は新型コロナの影響により予定した
活動ができていませんでした。そのため、青年部代表、ＪＡ及び農業改良
普及課が活動方法を検討し、定期巡回の予定のミニトマトほ場で、代表、
ほ場主、ＪＡ及び農業改良普及課が、栽培の解説付き動画を撮影し、ＬＩ
ＮＥで共有する取組を実施することとなりました。
　第１回目は定植から１か月経過した２ほ場で撮影し、栽培概要、生育状
況、病害虫の発生状況等を伝えました。動画の共有は、生育ステージや時
期毎に通常の活動ができるようになるまで継続し、会員の技術向上に取り
組んでいきます。
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「ネット農業あいち」（https://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html）

栽培状況の動画撮影


